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№２２４１ 第３３回例会 ２０１２．３．２２ 晴 

点 鐘：小野恒靖 会長 

進 行：佐藤信泰 副 SAA 

ソング：我等の生業 

 

会長挨拶 

小野恒靖 会長 

 

高島先生、御生還お目でとうございます。 

彼岸の中日に、両親と飯倉先生の墓参に行って

きました。帰りに鋸南町にある佐久間ダムに寄り、

頼朝さくら（河津さくら）を見てきました。満開でトテ

モ奇麗でした。鋸南町は越前、淡路と並び日本の

水仙３大産地です。佐久間ダムは周囲２.４キロ、 

貯水量１２１６万トンで湖の周囲はモニュメント広場、

ロックガーデン、しゃぶしゃぶ、八橋展望台等施設

があり観光客で賑わっていました。早咲き頼朝桜、

ソメイヨシノ等２０００本のさくらがあります。 

昨日の、ＮＨＫの番組で京都の天の橋立の松が

大分傷んできたと報道していました。那古山の頂上

に和泉式部の墓がありますが、その娘（小式部内侍）

の句で”大江山いく野の道の遠ければまだふみも

見ず天の橋立”を思い出しました。ＮＨＫもすぐにそ

の句を流しました。考える事は皆同じでした。 

東京丸の内にある出光美術館で古筆手鑑の展

覧会を開催しています。古筆は平安時代の貴族文

化から鎌倉、室町時代まで、４００年の和様の書で

和歌集が多いです。 

２５日塩山ＲＣ４０周年は宜しくお願い致します。 

 

幹事報告 

須藤 隆 幹事 

 

急な提案となりますが、３月２５日（日）塩山ＲＣの

記念例会に参加されかたが１３名になりますのでそ

の日を移動例会として３月２９日（木）の夜間例会を

休会とすることといたします。本日欠席の方には幹

事から連絡をいたします。 

４月２０日の第４分区親睦ゴルフコンペの参加者

３名の登録を済ませました。今日新たに三井会員

から参加申し出がありましたので、当クラブからの参



加者を４名として登録いたします。 

報告事項 

１．塩山ＲＣより創立４０周年記念例会のプログラム

が送付されてきました。地区ガバナー、パストガ

バナー、甲州市長が来賓として挨拶され、小野

会長は祝宴のときにお祝いの言葉を述べられる

ことになっております。尚、当日は、「リニア新時

代・どんな地域像を描くか」との演題で財団法人

山梨総合研究所の副理事長が記念講演をされ

るとのことです。 

２．４月のロータリーレートは１ドル８２円と発表され

ました。 

３．富津市３ロータリークラブ主催の富津市中学校

春季野球大会の案内受領 

  開催日：４月２２日（日）、４月２９日（土） 

  場 所：大貫中学校 

各ロータリーの会長は開会式並びに閉会式に

出席 

４．袖ケ浦ＲＣより会報受領 回覧 

 

委員会報告 

地区協議会出席者 

高橋裕之 会長エレクト 

 

４月３０日（月）に地区協議会が開催されます。つ

きましては、出席者を下記の通り調整しましたので、

よろしくお願いいたします。 

なお、当日は何台かに分乗して行こうと思います

が、詳細は近くなったら相談いたします。 

会長部会        高橋裕之 

幹事部会        若鍋武良 

クラブ奉仕部会 

 クラブ奉仕委員会   須藤 隆 

 会員増強委員会    榎本守男 

 広報委員会      刈込一弥 

職業奉仕部会 

 職業奉仕委員会    白石幸久 

 ロータリー情報委員会 渡辺 務 

社会奉仕部会 

 社会奉仕委員会    大網庄一郎 

国際奉仕部会 

 国際奉仕委員会    高島治雄 

新世代奉仕部会 

 新世代奉仕委員会     佐藤信泰 

Ｒ財団部会             小野恒靖 

米山記念奨学会部会   志波 克 

 

４５周年記念の支援事業 

原田雅式 ４５周年委員 

 

浅間山跡地利用協議会（４月２日設立総会）の現

在までの進捗状況をご説明致します。 

富津中央インター近くに２００町歩の山があります。

これは過去３０年にわたり山砂業者が砂を取った跡

地です。ここで花フェスタをやろうという計画です。 

１．３０年間この跡地利用に関しては計画話が出て

は消え、という繰り返しでした。最近では刑務所

を作ろうという話がありましたが、いつの間にか

消えてしまいました。 

２．この２００町歩は浅間山６社会が７０％以上持っ

ています。地元の地権者３０％（３０人） 

３．跡地のことで４年程前から市議の渡辺務さんや

石井志郎さんが立ち上がり活動中です。 

４．佐久間市長も昨年の５月、６社の本社を訪ねて

協力要請をしております。 

５．浅間山跡地利用協議会は４月にできますが、３

年程度、地元の方にこの跡地を見てもらいたい、

又知ってもらいたいとの思いから花フェスタを計

画しています。 

６．この跡地はイノシシが出たり、土地がやせていた



りと問題もあり、今年は土づくりをしながら気長に

考えております。 

７．この協議会は将来、浅間山跡地利用のための

窓口業務等もする予定です。 

８．この後「浅間山にコスモスを咲かせよう」プロジェ

クトのパンフに沿い説明した。 

 

クラブ会報･広報委員会 

会報埋草協力願 

志波 克 委員 

傑作が多く埋草と言うのは失礼ですが、気軽に

協力して頂きたくて、この表題としました。 

今日の会報（3/15 付）四ページには、若鍋会員

御提供の油絵・秋の谷川岳を使わせて頂き、お陰

で華やかな会報になりました。 

続きまして、ご家族を含めた大勢の会員方から、

絵画、書、彫刻･陶磁器の写真、随筆等を簡単な説

明付きでご提供下さる様お願い申し上げます。 

 

卓話 

東洋陶磁の美 

山田昌雄 会員 

 

先週、隣人有志に誘われて、六本木のサントリー

美術館に行ってきました。久しぶりの東京の日々変

わり行く景色を見てお上りさんの気持ちもかくありな

んと思いました。 

「悠々の光彩 東洋陶磁の美」と題した、大阪市

立東洋陶磁美術館所蔵の「安宅コレクション」、国

宝２点、重要文化財１２点を含む優品ばかり１４０点

の展示です。同美術館には何度か行っております

が、何せ所蔵品は安宅コレクションだけで１０００点、

李乗昌外の寄贈品を加えると４０００点にも上ります。

常設展だけで見るには何十年かかるか分かりませ

ん。これを案内説明してくれとの要請です。まったく

自信はありませんが、こんなチャンスはいつ来るか

わからないという、自分の欲にも駆られて引き受け

ました。 

ところが、これを嗅ぎ付けた妻が一緒に行くと言

い出しました。そう、彼女の頭の中は「六本木周辺

を散策して、美味しいものを食べる。こんなことを亭

主一人にさせてなるものか」このことだったのです。 

国宝「油滴天目茶碗」「飛青磁花生」や重文高麗

青磁の美しさは改めて語ることはないと思いますが、

自分なりの美術館の見方があります。先ず、１時間

位かけて一通りざっとみます。その後、自分の心に

残った作品をもう一度ゆっくり鑑賞します。そう、も

のすごくエネルギーの要る疲れる満足感なのです。 

しかし、今回ため息をつく同行の人達の気持ちを

察してやむなく早目に切り上げました。二兎を追う

者一兎も得ず、美術館は一人で行くものとちょっぴ

り反省しましたがご褒美は美味しい江戸きりそばに

酒一合。皆満足かなと納得した次第です。 

それにしても美術館人気はすごいものがあります。

平日の寒い雨にもかかわらずひっきりなしの来館者

にはびっくりしました。一回１,３００円の安い遊びの

せいかどうか大半はご婦人です。館の配慮によるも

のなのか、目立たない所にひっそりと置かれていた

油滴天目の周りには人がいません。大作の陳列に

圧倒されてか次々に通り過ぎていきます。同行者も

私に言われて気づいたくらいです。こんなすばらし

いものを四方からゆっくり見ることができたのは唯一

望外の喜びです。我々には幸運でしたが、彼らは

一体何をしにきたのでしょうか。 

ちなみに、安宅コレクションについて少しお話し

ます。安宅コレクションは安宅産業を明治３７年に

創業した安宅安吉の長男榮一（平成６年９３歳没）

が収集した、おそらく世界一の東洋陶磁コレクショ

ンだと思います。というのは、茶の湯が世界に認知

されている今、中国・朝鮮のすばらしい古陶磁を茶

の湯の文化を伝える日本人の美意識で収集し、双

方の文化を融合させたコレクションは他に見当たら

ないからです。 

安宅榮一は、安宅産業の財力をバックに戦前か

ら大卒の給料が４０円くらいの時代に美術家達に月

１万円の支援をしていた人だそうです。その人となり

が偲ばれます。安宅産業は昭和５２年に伊藤忠商



事に吸収され華々しい総合商社としての幕を閉じ

ます。そして安宅コレクションは住友銀行の支援に

より大阪市に寄贈されました。 

いろいろな見方はあるでしょうが、安宅家を食い

潰したことで後世にこれだけの遺産を残した一代の

道楽者の心に我々は感謝すべきでしょう。 

 

ニコニコ BOX 

刈込一弥 親睦担当委員 

原田雅式 ４５周年記念事業で大口寄付を決定し

て頂いて 

 

小野恒靖 高島会員の無事生還を祝って 

若鍋武良     〃    〃 

高島治雄 白内障手術無事成功しました 

山田昌雄 卓話を聴いて頂いて 

合計 5,000 円 

 

出席報告 

山田昌雄 出席担当委員 

区分 会員数 出席 欠席 MakeUp 出席率

今回 19/16 16 0  100% 

前回 19/17 15 2  88.24%

 

グラスアート 

 

 

 

―― シンメトリー ―― 

 

 

 

 

 

クリスタルガラス 鋳込み 研磨 接着 

H13*W13*D13 cm 国際ガラス工芸展 ’86 優秀賞 

 

                                   佐藤信泰 

 


